
令和 8年度 第 1回運営推進会議議事録 記載日 令和 8年 4月 14日 

看護小規模多機能ホームやすらぎ   記載者 川添 真希 

議題 1. 交流・行事・地域活動の実施状況 

2. 利用者状況・サービス実施状況 

3. 事故・苦情・感染症・相談受付報告 

4. 地域の現状等情報交換・助言など 

 

日時 令和 8年 4月 14日（火）10：00～10：30  

出席者 

敬称略 

 

 

 

 

※ 今回は参加者の体調不良、都合上書面開催とした 

上中 3区 町内会会長            川本 祥平 

グループホームなごみの郷可部        廣森 靖司 

三入・可部地域包括支援センター       片山 崇紀 

看護小規模多機能ホームやすらぎ       川添 真希  

大道 麻衣子  

広島市民生委員               藤原 照夫 

ご利用者家族代表              植田 美鈴 

議事 1． 交流・行事・地域活動の実施状況 

▪ お誕生日お祝い 

2月 0名、3月 2名 

・ 第 2回クリスタルボウル演奏会 

・ 節分、ひなまつり 

・ お花見 

・ 上下肢運動 

・ 町内歌声の会参加 

2.  利用者状況・サービス実施状況 

 

※平均要介護度：3.9 

※63歳～104歳（平均 85.3歳） 



 

＜新規利用者＞ 

・ ターミナル  6  名 

・ 退院直後   1  名 

・ 独居生活支援 1  名 

＜終了者＞ 

・ ご逝去    7  名 

うち 3名特養入居待ちのため連泊中 運営推進会議において承認 

▪ サービス実施状況（1日平均利用者数、回数） 

 

※ 通い定員：18名 

※ 泊り定員：9名 平均：2月 5.4名/日、3月 5.8名/日 

 

3.  事故・苦情・感染症・相談受付報告 

 

※ 転倒 6件、与薬 2件、外傷 3件、注射・点滴 1件、 

その他 2件 

＜事故状況＞ レベルⅢ以上 

入浴介助時、右ひじに 2か所皮膚剥離があり。創傷部位はすでに乾燥化し

ていた看護師によりワセリン、不織布ガーゼで創部を処置し包帯で固定、



 

保護をした 

＜対応策＞ 

皮膚が脆弱であるため、介助の際は摩擦に注意し介助用ボードを用いる 

車椅子乗車中は、肘に刺激が加わらないようにクッションの活用方法を 

画像を撮影し周知できるようにした 

＜事故状況＞ レベルⅢ以上 

巡回時。枕へ血液が付着していた 

経鼻栄養チューブを挿入している利用者であり、チューブをテープを用い

て固定している 

＜対応策＞  

全介助が必要な利用者であり、体位交換時は摩擦刺激に注意 

やすらぎで提供している枕は硬めのため、家族と相談し柔らかい枕を使用

するようにした 

<ヒヤリハット報告> 

・ 通いノートの返却忘れ 

・ 注入時の薬剤溶解用容器の取り違え 

・ 利用者の腋に体温計を置き忘れ 

・ 酸素濃縮器のスイッチの入れ忘れ 

・ 訪問サービス予定、実施漏れ 

・ 通い利用時の薬の出し忘れ、内服投薬漏れ 

⇒対策 

カンファレンスを実施し、原因を話し合い再発予防を随時検討し評価 

<相談件数（2月・3月）10件> 

【内容】 

➢ ターミナルケアが中心であり、自宅又は病院退院後の療養先の 

   検討についてが大半であった 

➢ 訪問看護ステーション、二宮内科病棟、他院からサポートセンター

からの相談受付を経由 

   順次見学対応しサービス開始へ繋いだ 

4. 連絡事項 

▪ 2026年まちとも健康フェア開催日決定 

令和 8年 4月 26日（日曜日） 

▪ 次回の運営推進会議 

令和 8年 4月 14日（火）10：00-10：30 

  看護小規模多機能ホームやすらぎ 相談室         以上 


